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＜患者様連絡事項＞

・畑中　成夫様～入浴時不穏行動ない為、入浴後より拘束解除しています。拘束解除する際は拘束解除をすること、解除は継続ではないこと、不穏行動あった場合ただちに再拘束すること伝え、拘束を解除して下さい。又、食事の前に拘束解除する際は、危機回避の為食器の変更をして下さい。
・伊藤　義彦様～多弁・多動で落ち着きのなさ目立っています。昨日準夜帯にて、松林　政道様とトラブルになり、介入しています。他患者様への過度な干渉や接触があり、トラブルになる危険性が高いことから、本日9：30より終日隔離開始となっています。又、不穏状態続いている為、本日夕からロドピンが3日分処方となっています。

・泉川　ケイ子様～昨日より発熱(38.0℃)あり。朝37.4℃、本人より服薬の訴えあった為、本日昼からPLが3日分処方となっています。

・川守田　惇様～入れ歯が戻ってきたので、本日夕から常食に変更となっています。

＜措置患者様ケース検討＞

・伊藤　義彦様～H10年(40歳)頃､被害妄想が出現。通院していましたが、中断。以後被害妄想・

易興奮性･奇異行為等の症状が再燃。入院と退院を繰り返し、通院・服薬ともに

自己中断しています。H22年5月9日家族への粗暴行為あり、翌日5月10日警察に保護され、5月11日措置鑑定実施となり要措置と診断され、入院となっています。入院後の経過としては、多弁・多動は継続してあり、他者への過度な干渉目立っています。終日隔離から時間隔離に変更となっていましたが、上記の症状により他者とのトラブルの危険性ある為、本日9：30より終日隔離開始となっています。病状安定するまではトラブルのないよう介入していきましょう。

・神田　直樹様～H20年1月頃(24歳)より思考にまとまりなく、疎通性が低下していました。湊病院へ2回の入院歴あり、退院後は通院を中断しており、被害妄想･関係妄想･独語･不眠･易興奮性等の症状は持続していました。H21年12月18日、関係妄想･憑依妄想･幻聴･興奮性が著しいことから、警察官通報により措置鑑定を実施し、要措置と診断され、翌19日当院へ入院となっています。入院後も興奮続き、まとまりのなさや多弁・多動でしたが、現在は落ち着いており、「早く退院したい。」と話されています。家族の方は退院してからの生活に不安があると話されています。病識がない為、病識が確立されるよう疾病教室を行なっていきましょう。
・川村　和則様～思考障害が強く、不眠・徘徊・刺激性興奮や性的逸脱行為等により、初回入院（H2.3～H2.6）の後、合計7回入退院を繰り返している。平成13年5月から小学生女子に近づいて声をかけ、家に引きずり込もうとする行為あり。同年6月11日叔母を灰皿で殴り傷害、意味不明の言動あり通報され、警察官を見て暴れ叫ぶなどして保護されています。措置入院の必要性が認められ、鑑定により6月12日当院入院となっています。現在興奮や逸脱行為はありませんが嗜好品の買物欲求強く、金銭管理がまったくできていない状態です。入院形態に関しての訴えはありませんが、他患者様とのトラブルなく生活していけるよう対応していきましょう。

